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平
成
十
七
年
三
月
三
一
日
ま
で

の
平
成
十
六
年
度
下
半
期
に
お
け

る
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町

の
財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
年
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
三
月
末
で
、
五
六
億
四
、
二

九
七
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
し
て
六
、
八
九
八

万
五
千
円
、
一
・
二
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
台
風
・
高
潮
等
の

災
害
関
連
の
補
正
予
算
を
組
ん
だ

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
総
収
入
済
額
・
総
支
出

済
額
と
も
三
月
三
一
日
ま
で
の
額

で
あ
り
平
成
十
六
年
度
の
決
算
額

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
算
額
に
対
し
て
九
五
・
六
％
、

五
三
億
九
、
四
九
二
万
五
千
円
が

既
に
収
入
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
と
比
較
し
て
率
で
七
・
六

％
、
額
で
四
億
九
、
〇
八
五
万
一

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

債
の
借
り
入
れ
を
三
月
末
ま
で
に

実
施
し
た
の
が
原
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。
町
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
よ
り
〇
・
五
％
一
、
四

一
九
万
三
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
で
収

入
済
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

四
、
五
月
の
出
納
整
理
期
間
内
に

確
保
さ
れ
る
予
定
で
す
。

予
算
額
に
対
し
て
、
七
九
・
〇

％
、
四
四
億
五
、
九
九
三
万
七
千

円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
務

費
で
支
出
済
率
が
低
く
な
っ
て
い

る
の
は
、
基
金
（
貯
金
）
の
積
立

金
三
億
七
、
〇
一
七
万
五
千
円
を

実
行
し
て
い
な
い
た
め
で
す
。
ま

た
、
農
林
水
産
業
費
、
消
防
費
、

災
害
復
旧
費
等
の
工
事
関
係
諸
費

の
支
出
済
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
工
事
の
完
了
検
査
の
後
、
支

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
で
あ
っ
た

以
下
の
事
業
は
、
三
月
末
ま
で
に

終
了
し
て
い
ま
す
。

〔
ハ
ー
ド
事
業
〕

・
固
定
型
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

〔
ソ
フ
ト
事
業
〕

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
市

場
調
査

・
次
世
代
支
援
計
画
策
定
業
務

・
身
体
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
業
務

ま
た
、
四
つ
の
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
の
上
半
期
の
執
行
状

況
は
下
記
の
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

2

「
平
成
十
六
年
度
下
半
期
財
政
状
況
の
公
表
」
に
つ
い
て

歳
入
●

歳
出
●

科　目� 予算現額�総収入済額� 率� 科　目� 予算現額� 総支出済額�

１．町税�
２．地方譲与税�
３．利子割交付金�
４．配当割交付金�
５．株式譲渡所得割交付金�
６．地方消費税交付金�
７．自動車取得税交付金�
８．地方特例交付金�
９．地方交付税�
10．交通安全対策特別交付金�
11．分担金及負担金�
12．使用料及手数料�
13．国庫支出金�
14．県支出金�
15．財産収入�
16．寄付金�
17．繰入金�
18．繰越金�
19．諸収入�
20．町債�
歳入合計�

2,747,674�
80,000�
16,000�
4,000�
3,000�

190,000�
37,000�
72,456�
380,078�
5,000�
79,783�
130,220�
334,282�
287,347�
10,575�
7,821�

315,000�
261,183�
106,353�
575,200�
5,642,972

2,771,583�
72,465�
21,247�
4,413�
3,531�

198,680�
38,568�
72,456�
407,850�
5,708�
79,501�
124,162�
174,345�
143,691�
10,128�
8,545�

315,000�
261,184�
106,668�
575,200�
5,394,925

100.9％�
90.6％�
132.8％�
110.3％�
117.7％�
104.6％�
104.2％�
100.0％�
107.3％�
114.2％�
99.6％�
95.3％�
52.2％�
50.0％�
95.8％�
109.3％�
100.0％�
100.0％�
100.3％�
100.0％�
95.6％�

１．議会費�
２．総務費�
３．民生費�
４．衛生費�
５．労働費�
６．農林水産業費�
７．商工費�
８．土木費�
９．消防費�
10．教育費�
11．災害復旧費�
12．公債費�
13．諸支出金�
14．予備費�
�
�
�
�
�
�
歳出合計�

87,175�
923,032�
1,459,959�
428,488�
15,125�
56,255�
85,736�
889,454�
302,778�
571,315�
45,536�
770,139�
3,837�
4,143�

�
�
�
�
�
�

5,642,972

83,574�
478,051�
1,158,912�
377,207�
15,125�
39,878�
82,788�
768,434�
150,229�
501,767�
30,084�
770,137�
3,751�
0�
�
�
�
�
�
�

4,459,937

率�

平成16年度下半期一般会計歳入・歳出予算執行状況� （単位：千円）�

95.9％�
51.8％�
79.4％�
88.0％�
100.0％�
70.9％�
96.6％�
86.4％�
49.6％�
87.8％�
66.1％�
100.0％�
97.8％�
0.0％�

�
�
�
�
�
�

79.0％�

会　計　名� 歳入予算現額� 総収入済額� 率� 歳出予算現額� 総支出済額�

国民健康保険特別会計執行状況�
老人保健特別会計執行状況�
介護保険特別会計執行状況�
下水道事業特別会計執行状況�

1,236,933�
1,224,755�
723,064�
839,093

1,085,443�
1,168,727�
558,933�
710,339

87.8％�
95.4％�
77.3％�
84.7％�

1,236,933�
1,224,755�
723,064�
839,093

996,343�
1,090,745�
650,657�
777,302

率�

特別会計執行状況� （単位：千円）�

80.5％�
89.1％�
90.0％�
92.6％�

予算現額� 総収入額� 予算現額� 総支出額�

378,431 382,339 334,252 333,721

水道事業執行状況�
（単位：千円）�収益的収入� 収益的支出�

予算現額� 総収入額� 予算現額� 総支出額�

6,383 6,475 90,056 77,785

（単位：千円）�資本的収入� 資本的支出�



雨
水
及
び
建
築
物
か
ら
の
排
水

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
雨
水

貯
留
施
設
ま
た
は
排
水
再
利
用
施

設
を
整
備
す
る
者
及
び
宇
多
津
町

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨

水
貯
留
施
設
に
改
造
す
る
者
に
対

し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

雨
水
貯
留
施
設
等
を
町
内
に
設

置
す
る
個
人
及
び
事
業
所

▼
助
成
額
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
先
浄

水
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
は

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
県
補
助
金（
限
度
額
十
万
円
）

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

�
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家
庭
で
の
風
呂
の
残
り
湯
の
再

利
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
町
内
に

在
住
す
る
方
々
を
対
象
に
簡
易
ポ

ン
プ
の
購
入
費
用
の
一
部
に
つ
い

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
助
成
額

・
簡
易
ポ
ン
プ
（
風
呂
水
の
残
り

湯
を
洗
濯
に
再
利
用
す
る
目
的

で
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
風

呂
水
ポ
ン
プ
）
購
入
費
用
の
二

分
の
一

二
、
○
○
○
円
（
上
限
）

▼
条
　
件

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
（
法

人
を
除
く
）（
一
世
帯
に
つ
き

一
個
の
み
）。

・
購
入
し
た
簡
易
ポ
ン
プ
を
用
い

て
風
呂
水
の
残
り
湯
を
洗
濯
水

に
活
用
す
る
。

・
町
内
に
所
在
す
る
店
舗
に
お
い

て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

▼
申
請
方
法

領
収
書
、
保
証
書
及
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
と
認
印
を
持
参
の

上
、
政
策
調
整
室
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
込

と
な
り
ま
す
の
で
申
請
者
の
振

込
先
口
座
番
号
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

�
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０

四
月
二
十
七
日
、
不
燃
物
の
収

集
作
業
中
、
ゴ
ミ
収
集
車
か
ら
出

火
し
、
消
防
車
四
台
が
出
動
す
る

車
輌
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

原
因
は
多
量
の
ラ
イ
タ
ー
の
補

充
ガ
ス
の
容
器
と
卓
上
の
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
混
入
し
、
圧
縮
に
よ

り
出
火
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集
作
業
中
や
処
理
場

で
も
同
様
の
事
故
が
た
び
た
び
発

生
し
、
収
集
車
や
処
理
場
を
傷
め

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

人
命
に
関
わ
る
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
火

気
を
伴
う
不
燃
物
に
つ
い
て
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

●
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
必
ず
最
後
ま
で
使
い
切

り
、
缶
に
穴
を
開
け
て
資
源
ゴ

ミ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
チ
ャ
ッ

カ
マ
ン
、
ラ
イ
タ
ー
の
補
充
ガ

ス
の
容
器
は
、
不
燃
ゴ
ミ
と
し

て
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
、
別
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
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3

促
進
助
成
事
業

促
進
助
成
事
業

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶
の
ゴ
ミ
の
出
し
方

水は大切な

資源です。

有効活用を

しましょう。

宇多津町補助事業�

雨水貯留施設�

排水再利用施設�

浄化槽転用雨水貯留施設�

雨水を散水等として利用するための貯留�
施設（0.1�以上）� 設置経費の1／2�

（限度額10万円）�

改造工事費の1／2�
（限度額10万円）�

建築物からの排水を散水等に再利用する�
ための再利用施設�

雨水を貯留するため、不要となった浄化�
槽を雨水貯留施設に転用したもの、及び�
これに付随する給排水施設を備えたもの�

内　　　　容� 助　成　額�

香川県補助事業�

雨水利用施設�

排水再利用施設�

雨水をトイレ洗浄水に利用するための貯�
留施設（0.5�以上）� 設置経費の1／2�

（限度額10万円）�建築物からの排水を再生処理し、水洗ト�
イレに雑用水として利用するもの�

＊雨水を散水として利用してもよい。　＊町の補助額併せて上限20万円まで。�

内　　　　容� 助　成　額�

風
呂
水
再
利
用�

雨
水
等
利
用�



わ
た
く
し
は
平
成
十
七
年
一

月
二
十
日
に
Ａ
町
か
ら
宇
多
津

町
へ
引
越
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
一
七
年
度
の
住
民
税
は
ど
ち

ら
へ
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

住
民
税
の
課
税
期
日
（
賦
課

期
日
）
は
、
毎
年
一
月
一
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年

一
月
一
日
現
在
で
は
、
あ
な
た

の
住
所
は
Ａ
町
に
あ
っ
た
の
で

す
か
ら
、
そ
の
後
、
宇
多
津
町

に
引
越
し
て
き
た
と
し
ま
し
て

も
、
平
成
十
七
年
度
の
住
民
税

は
、
Ａ
町
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
退
職
し
た
年
に

退
職
金
か
ら
住
民
税
を
天
引
き

さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
に
も
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
？退

職
者
が
受
け
た
退
職
所
得

に
対
す
る
住
民
税
は
、
退
職
手

●
老
年
者
控
除

納
税
義
務
者
が
老
年
者
（
六
十

五
歳
以
上
、
昭
和
一
六
年
一
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円

以
下
の
者
で
あ
る
場
合
に
控
除
さ

れ
て
い
た
四
十
八
万
円
が
、
平
成

十
八
年
度
分
よ
り
廃
止
に
な
り
ま

す
。

●
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫

と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
夫

と
同
じ
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る

人
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
度
分
は
二
分
の
一
を
課

税
、
平
成
十
八
年
度
分
か
ら
は
全

額
課
税
と
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
の
税
率

個
人
の
住
民
税
の
均
等
割
は
、

道
府
県
民
税
年
額
千
円
（
標
準
税

率
）、
市
町
村
民
税
年
額
三
千
円

（
標
準
税
率
）
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す町

県
民
税
は
前
納
（
第
一
期
納

期
限
ま
で
に
四
期
分
の
税
を
全
額

納
付
）
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
第

二
期
分
税
額
の
十
二
％
（
限
度
額

五
万
円
）
が
前
納
報
奨
金
と
し
て

交
付
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
納
期
末
日

に
税
が
自
動
的
に
引
落
と
さ
れ
る

の
で
、
支
払
日
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

香
川
県
内
の
百
十
四
銀
行
、
香

川
銀
行
、
高
松
信
用
金
庫
、
香
川

県
農
業
協
同
組
合
、
郵
便
局
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、納
税
通
知
書
、

通
帳
印
を
持
参
の
上
、
前
述
の
町

内
金
融
機
関
、
ま
た
は
、
町
税
務

課
ま
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

�
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８
０
０
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当
が
支
払
わ
れ
る
際
に
天
引
き

さ
れ
、
そ
の
支
払
い
者
（
特
別

徴
収
義
務
者
）
を
通
じ
て
市
町

村
に
納
入
さ
れ
ま
す
が
、
退
職

所
得
以
外
の
所
得
に
対
す
る
住

民
税
は
、
そ
の
翌
年
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
退
職
さ
れ
た

年
分
の
退
職
時
ま
で
の
給
与
な

ど
に
対
す
る
住
民
税
の
納
税
通

知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。

●
定
率
に
よ
る
税
額
控
除

平
成
十
一
年
度
以
降
の
年
度
分

に
お
い
て
は
、
定
率
に
よ
る
税
額

控
除
を
実
施
し
て
ま
す
。そ
し
て
、

定
率
に
よ
る
税
額
控
除
の
額
は
、

そ
の
年
度
分
の
所
得
割
額
の
十

五
％
相
当
額
（
最
高
四
万
円
）
で
、

所
得
割
額
か
ら
差
し
引
い
て
ま
す
。

※
平
成
十
八
年
度
分
以
降
の
改
正

内
容
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
は
、

所
得
割
額
の
七
・
五
％
相
当
額

（
そ
の
額
が
二
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
二
万
円
）
を
控
除
し
た
額

が
、所
得
割
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

4

税
制
改
正
に
お
け
る
主
な

改
正
内
容

前
　
納
　
報
　
奨
　
金

口
　
座
　
振
　
替

均等割の例�

生計同一の妻の均等割�

平成17年度�

平成18年度以降�

町民税�

1,500円�

3,000円�

県民税�

500円�

1,000円�

老年者控除の廃止�

65歳以上（昭和16年１月１日以前に生まれた方）で所得金額が１千万円以下の方�

現　行�

改正後�

住民税48万円、所得税50万円の控除�

住民税48万円、所得税50万円の控除の廃止�

合　計�

2,000円�

4,000円�

定率減税の見直し（平成18年度分から定率減税の額が２分の１に引き下げ）�

現　行�

�

改正後�

住民税の所得割額から15％相当額（上限４万円）を控除�

所得税の所得割額から20％相当額（上限25万円）を控除�

住民税の所得割額から7.5％相当額（上限２万円）を控除�

所得税の所得割額から10％相当額（上限12.5万円）を控除�



宇
多
津
町
で
は
、
幼
稚
園
教
育

の
普
及
充
実
を
図
る
た
め
、
幼
稚

園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の

所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
保
育
料

を
減
免
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
民
の
共
同
連

帯
と
国
庫
負
担
に
よ
り
、
国
民
が

老
齢
・
障
害
・
死
亡
よ
っ
て
収
入

を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と

き
に
年
金
を
支
給
し
、
そ
の
生
活

を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

現
役
世
代
で
公
平
に
高
齢
者
世

代
を
支
え
る
世
代
間
扶
養
の
し
く

み
に
よ
り
、
将
来
の
経
済
情
勢
や

寿
命
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
価
値

が
維
持
さ
れ
た
年
金
が
生
涯
支
給

さ
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本

に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
方
は
全
員
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
と
保
険
料
の
納
付
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
保
険

料
の
未
納
に
よ
り
大
事
な
あ
な
た

の
年
金
権
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
電
話
、
文
書
及
び
戸
別

訪
問
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

度
重
な
る
納
付
催
告
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
期
間
保
険
料
を
納
付
し

て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、
保
険

料
を
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

性
の
確
保
の
た
め
、
国
税
滞
納
処

分
の
例
に
よ
り
強
制
徴
収
（
差
押

え
）
を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
ご

相
談
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
６
１

▼
対
象
と
な
る
方

①
平
成
三
年
三
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
②
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ

た
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
等
に

加
入
ま
た
は
受
給
し
て
い
た
方

の
配
偶
者

※
右
記
の
人
で
、
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
生
じ

た
傷
病
が
、
現
在
、
障
害
基
礎

年
金
の
一
級
、
二
級
相
当
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
方

▼
支
給
額
（
平
成
十
七
年
度
）

一
級
相
当
に
該
当
す
る
方

…
…
…
…
…
…
…
…
五
万
円

二
級
相
当
に
該
当
す
る
方

…
…
…
…
…
…
…
…
四
万
円

※
本
人
の
所
得
に
よ
り
、
支
給

額
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
老
齢
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
給

額
分
を
支
給
し
ま
す
。（
そ
の

受
給
額
が
特
別
障
害
給
付
金
の

額
を
上
回
る
場
合
は
、
特
別
障

害
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

◎
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
が
特
別
障
害
給
付
金
の

支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
経
過
的

福
祉
手
当
の
支
給
は
停
止
に
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
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町
住
民
生
活
課

�
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―
８
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児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
六
月
六
日
�
か
ら
二
十

七
日
�
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
現
在
、
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
所
得
、
療
育
の
状
況
な
ど

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

こ
の
届
出
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
ら
れ
る
か
を
決
め
る
大
切
な

も
の
で
す
。
引
き
続
き
受
け
ら
れ

る
資
格
が
あ
っ
て
も
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
以
降

の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
３

左
記
に
該
当
す
る
保
護
者
の
方

で
、手
続
の
お
済
み
で
な
い
方
は
、

幼
稚
園
の
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入

の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

5

幼
稚
園
保
育
料
減
免
申
請

強
制
徴
収
に
つ
い
て

特
別
障
害
給
付
金
制
度

が
は
じ
ま
り
ま
す

六
月
は
児
童
手
当
等
現

況
届
の
提
出
期
間
で
す

区　　　分�

公立幼稚園�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税�
が非課税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税�
の所得割が非課税となる世帯�

①�

②�

③�

補助対象�

減　免　限　度　額�

１人就園の場合及び同一�
世帯から２人以上就園し�
ている場合の最年長者�
　　　　　　（第１子）�

同一世帯から２人以上就�
園している場合の次年長�
者�
　　　　　　（第２子）�

同一世帯から３人以上就�
園している場合の左以外�
の園児�
　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　20,000円�

年額�
�
　　　　25,000円�

年額�
�
　　　　30,000円�

区　　　分�

私立幼稚園�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税が�
非課税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の�
所得割が非課税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の�
所得割課税が102,100円以下と�
なる世帯�

①�

②�

③�

④�

補　助　限　度　額�

１人就園の場合及び同一�
世帯から２人以上就園し�
ている場合の最年長者�
　　　　　　（第１子）�

同一世帯から２人以上就�
園している場合の次年長�
者�
　　　　　　（第２子）�

同一世帯から３人以上就�
園している場合の左以外�
の園児�
　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　51,000円�

年額�
　　　　36,200円�

年額�
　　　　70,700円�

年額�
　　　　90,400円�

年額�
�
　　　　74,400円�

年額�
�
　　　　92,700円�



●
次
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
に

対
す
る
医
療
費
助
成
が
廃
止
さ
れ
、
患
者
本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
母
子
家
庭
等
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
給
付
対
象
年
齢
が
、
原

則
と
し
て
満
十
八
歳
に
達
し
た
日
の
年
度
末
ま
で
に
な
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
、
乳
幼
児
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
在
宅
療
養
者
と
の
負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
入
院

時
食
事
療
養
費
の
食
材
費
に
相
当
す
る
費
用
（
標
準
負
担
額
）
を
、
平

成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
患
者
本
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課
　
�
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―
８
０
０
３

家
族
や
友
人
と
話
を
す
る
。
と

て
も
日
常
的
な
事
で
す
。し
か
し
、

そ
の
会
話
が
誰
か
を
傷
つ
け
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
…
。
そ
ん
な
風

に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

言
葉
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
大

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
す
が
、
私
た
ち
が
普
段
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
や
表
現
の
な

か
に
は
、
人
権
を
無
視
し
た
も
の

や
差
別
的
な
意
味
合
い
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、「
ど
こ
に
行
く
の
も
車
イ
ス
。

か
わ
い
そ
う
」
と
か
「
女
の
く
せ

に
え
ら
そ
う
に
す
る
な
」、「
し
っ

か
り
勉
強
せ
ん
と
ろ
く
な
仕
事
に

つ
け
ん
ぞ
」「
兄
さ
ん
に
比
べ
て
、

お
ま
え
は
…
」
な
ど
。

私
た
ち
は
、
家
庭
・
地
域
、
職

場
・
学
校
な
ど
の
日
常
生
活
の
場

面
に
応
じ
て
、
言
葉
を
選
び
、
表

現
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準
の

中
に
『
人
権
の
視
点
』
を
入
れ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
友
達
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
と

の
会
話
の
中
に
、
人
権
を
無
視
し

た
言
い
回
し
や
差
別
的
な
意
味
合

い
の
表
現
が
出
て
き
た
と
き
に
、

そ
れ
を
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
と

り
、
正
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
全
て

の
人
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
常

に
も
っ
て
、
心
の
中
に
芽
を
出
す

差
別
意
識
を
摘
み
と
っ
て
い
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

6

福
祉
医
療
制
度
が
平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら

変
更
に
な
り
ま
す

・
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

・
母
子
家
庭
等
医
療
費

・
乳
幼
児
医
療
費

入院時食事療養費の標準負担額�
（患者本人負担額）�

医療受給対象者の分類�

低所得Ⅰ区分の老人医療�
受給対象者�
�
住民税非課税世帯で所得�
が一定基準に満たない70�
歳以上の高齢受給者�

住民税非課�
税世帯の者�
�
低所得Ⅱ区�
分の老人医�
療受給対象�
者�

1日当たり�
標準負担額�

一　　　般�

直近１年間�
の入院期間�
が90日以下�

直近１年間�
の入院期間�
が91日以上�

780円�

650円�

500円�

300円�

やっかい者に�
しないでね�

テ
レ
ビ
は
何
時
間

で
も
集
中
し
て
見
て

い
る
の
に
、
絵
本
は
あ
ま
り
見
な

い
、
会
話
が
長
続
き
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
自
分

の
意
見
を
言
っ
た
り
相
手
の
話
に

耳
を
傾
け
て
、
理
解
す
る
力
が
必

要
で
す
。
絵
本
や
素
話
は
、
画
面

が
制
止
し
て
い
る
の
で
意
思
を
働

か
せ
、
注
意
の
集
中
が
必
要
で
す

が
、
メ
デ
ィ
ア
画
面
は
、
光
フ
ラ

ッ
シ
ュ
の
過
剰
な
刺
激
で
自
分
の

意
思
で
目
を
そ
ら
す
こ
と
が
で
き

に
く
い
の
で
す
。
こ
の
点
で
、
絵

本
と
メ
デ
ィ
ア
は
同
じ
視
覚
画
面

で
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

絵
本
や
素
話
は
、
視
覚
的
な
も

の
が
少
な
く
て
も
、
自
分
の
意
思

で
、
人
の
話
に
耳
を
傾
け
て
聴
く

と
い
う
、聴
覚
画
面
と
い
え
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
視

覚
中
心
に
な
る
と
、
聴
覚
だ
け
の

情
報
に
は
、
耳
を
傾
け
る
意
思
が

働
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
49
―
８
０
０
３

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

�
�
人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
①
�
�



町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

処
分
を
承
認
し
た
後
、
議
長
に
藍

川
佳
津
樹
氏
、
副
議
長
に
香
川
虎

生
氏
を
選
任
し
、
各
委
員
会
構
成

を
決
め
て
閉
会
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
通
り

で
す
。（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
、
敬
称
略
）

〔
総
務
民
生
常
任
委
員
会
〕

◎
池
田
弘
昌
、
○
西
本
弘
子
、
谷

川
俊
博
、
氏
家
作
衛
、
宮
本
一
夫

〔
建
設
教
育
常
任
委
員
会
〕

◎
青
木
義
勝
、
○
香
川
虎
生
、
藍

川
佳
津
樹
、
堺
善
七
、
井
原
猛
雄

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

◎
堺
善
七
、
○
西
本
弘
子
、
谷
川

俊
博
、
井
原
猛
雄
、
宮
本
一
夫

〔
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〕

◎
香
川
虎
生
、
○
西
本
弘
子
、
谷

川
俊
博
、
池
田
弘
昌
、
青
木
義
勝

〔
宇
多
津
観
光
等
開
発
特
別
委
員
会
〕

◎
青
木
義
勝
、
○
堺
善
七
、
香
川

虎
生
、
井
原
猛
雄
、
宮
本
一
夫

〔
環
境
・
交
通
対
策
特
別
委
員
会
〕

◎
谷
川
俊
博
、
○
池
田
弘
昌
、
西

本
弘
子
、
藍
川
佳
津
樹
、
氏
家
作

衛

て
帰
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
の
喜
び
を
共

感
し
、
面
倒
で
も
調
理
し
て
く
れ

た
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
。

感
謝
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
の
、
う

れ
し
い
、
う
れ
し
い
、『
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
』
で
し
た
。

わ
か
く
さ
保
育
園
、
わ
か
く
さ

北
保
育
園
の
五
歳
児
四
十
六
名

は
、
毎
年
お
借
り
し
て
い
る
宮
本

一
夫
さ
ん
の
畑
で
、
い
も
の
苗
を

植
え
ま
し
た
。

五
歳
児
ぞ
う
組
の
子
ど
も
た
ち

は
朝
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
畑

へ
到
着
し
た
の
で
、
植
え
た
苗
に

そ
っ
と
藁
の
お
布
団
を
か
け
て
、

と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。

運
動
場
の
南
東
に
芝
生
で
覆
わ

れ
た
『
築
山
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
度
末
、
教
育
委
員
の
�
谷

芳
忠
さ
ん
の
助
言
と
指
導
の
も
と

に
、
親
児

お
や
じ

の
会
の
皆
さ
ん
と
本
校

の
職
員
で
盛
り
土
だ
け
に
な
っ
て

い
た
築
山
を
整
地
し
全
面
に
芝
生

を
貼
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
築
山
に

登
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
丸
太
を

使
っ
た
階
段
も
北
面
と
西
面
に
つ

け
ま
し
た
。

四
月
当
初
は
、
芝
生
も
ま
だ
茶

色
で
子
ど
も
た
ち
も
あ
ま
り
気
に

と
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
五
月
の
連
休
を
境
に
き
れ

い
な
黄
緑
色
に
覆
わ
れ
た
築
山
を

見
て
、

「
先
生
い
つ
か
ら
使
え
る
よ
う

に
な
る
ん
？
」

「
き
れ
い
な
芝
生
さ
わ
つ
て
み

た
い
な
ぁ
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
日
、
児
童
会
か
ら

築
山
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
名
前
を

つ
け
る
と
な
る
と
実
際
に
見
な
い

で
は
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
に
築
山
に

関
心
を
示
す
と
と
も
に
早
く
登
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
増
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の

思
い
や
願
い
を
こ
め
て
ど
の
よ
う

な
名
前
を
つ
け
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

宇
多
津
小
学
校
の
自
慢
が
、
ま

た
一
つ
増
え
ま
す
。

平
山
保
育
所
五
歳
児
空
の
子
組

さ
ん
が
、
小
雨
の
中
、
仲
南
で

『
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
』
を
経
験
し
ま

し
た
。
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
は
生
ま
れ

て
初
め
て
、
竹
林
に
入
る
の
も
初

め
て
と
い
う
子
も
い
て
み
ん
な
大

喜
び
。「
先
生
！
見
て
見
て
！
」

「
う
わ
ー
、
こ
こ
に
も
あ
る
で
」

「
や
っ
た
ー
！
」「
め
っ
ち
ゃ
大
き

い
」
な
ど
歓
声
を
あ
げ
、
中
に
は

「
私
、
三
本
取
っ
て
帰
ら
な
い
か

ん
、
頼
ま
れ
と
ん
や
」
と
言
い
な

が
ら
掘
る
子
も
い
て
、
大
人
顔
負

け
の
『
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
』
で
し
た
。

山
を
提
供
し
て
く
れ
た
仲
南
保
育

所
の
細
川
所
長
に
感
謝
、
バ
ス
に

乗
せ
て
行
っ
て
く
れ
た
運
転
手
さ

ん
に
感
謝
、
子
ど
も
た
ち
が
持
っ

7

中
学
校
の
４
・
５
月
の
活
動

●
香
川
県
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
　
平
井
　
亜
紀
　
●
坂
出
ロ
ー
タ
リ
ー
柔
道
大
会
　
中
学
校
の
部
　
第
３
位

●
津
島
杯
争
奪
近
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
準
優
勝
　
高
木
　
沙
知
　
田
村
　
仁
美

●
津
島
杯
争
奪
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
男
子
　
第
３
位
　
瀬
尾
　
有
輝
　
礒
野
　
裕
司

お
フ
ト
ン

か
け
た
ね
！

秋
が
楽
し
み
！

5/12

平
山
保
育
所

タ
ケ
ノ
コ
掘
り

5/6

第
一
回

臨
時
会
の
開
会

5/6

ど
ん
な
名
前
が
つ
く
か

楽
し
み
で
す
！



五
月
十
二
日
�

「
は
ぐ
は
ぐ
ラ
ン
ド

う
た
づ
」（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
未

就
園
の
お
子
さ
ん
の
い
る
親
子
さ

ん
た
ち
の
新
し
い
居
場
所
で
す
。

当
日
、
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し

た
が
、
二
十
六
組
の
親
子
さ
ん
が

集
ま
り
「
こ
ん
な
所
が
欲
し
か
っ

た
〜
」「
木
の
お
も
ち
ゃ
が
い
っ

ぱ
い
〜
」
等
、
マ
マ
た
ち
に
大
好

評
。
子
ど
も
た
ち
も
素
敵
な
環
境

に
誘
わ
れ
て
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん

だ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
は
な
し
会

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
に
こ
に
こ

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
支
援
も
い
た
だ
き
、

順
調
な
ス
タ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

▼
開
設
日

月
・
火
・
木
（
午
前

十
時
〜
午
後
二
時
三
十
分
）

少
し
前
ま
で
は「
天
然
に
が
り
」

は
大
ブ
ー
ム
で
、
ス
ー
パ
ー
に
行

け
ば
「
に
が
り
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ

り
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
も
特
集
が

組
ま
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
心
無
い
業
者
に
よ
る
誇
大
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
の
広
告
が
非
難
さ

れ
る
や
い
な
や
ブ
ー
ム
は
去
っ
た

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
逆
に
天
然
塩
・
天
然
に
が
り

の
フ
ア
ン
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
に
が
り
が
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
秘
密
は
成
分
に
あ
り

ま
す
。

地
球
上
に
は
百
余
り
の
元
素

（
マ
グ
ネ
ッ
シ
ュ
ウ
ム
・
鉄
・
ヨ

ウ
素
・
カ
リ
ウ
ム
…
等
）
が
あ
り

ま
す
が
、
海
水
に
は
そ
の
大
半
で

あ
る
八
十
数
種
類
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
海
水
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
そ

の
ま
ま
含
ん
で
い
る
の
が
、「
に

が
り
」
な
の
で
す
。

に
が
り
の
人
気
の
秘
密
は
！

か
つ
て
、
海
水
か
ら
自
然
塩
を

採
取
す
る
塩
田
作
り
が
盛
ん
だ
っ

た
日
本
で
は
「
塩
田
で
働
く
人
は

大
病
を
し
な
い
」
と
い
う
説
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
塩
田
で
働
く
と

い
う
こ
と
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
常

に
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
全
身
に
浴

び
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
こ
う
し
た
人
間
本
来
の
持
っ

て
い
る
体
の
機
能
が
う
ま
く
働
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
社
会

変
化
が
著
し
い
現
在
、
人
間
の
生

命
リ
ズ
ム
に
合
わ
な
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

究
極
の
ミ
ネ
ラ
ル
水
「
に
が
り
」

を
口
に
す
る
こ
と
で
人
間
の
体
液

組
織
に
も
似
た
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

簡
単
に
体
内
に
取
り
い
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
入
り
浜
の
塩
は
、

に
が
り
を
取
り
除
く
た
め
の
遠
心

分
離
を
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
多
く

の
に
が
り
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。）

近
年
の
健
康
思
考
に
よ
り
「
入

り
浜
の
塩
・
に
が
り
」
は
、
テ
レ

ビ
・
新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
人

気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
産
業
振

興
課
で
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な

い
、
昔
な
が
ら
の
製
塩
法
で
作
ら

れ
た
宇
多
津
の
塩
・
に
が
り
を
宇

多
津
町
の
特
産
品
と
し
て
全
国
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
贈

答
用
と
し
て
セ
ッ
ト
販
売
し
て
い

ま
す
。
役
場
に
出
向
く
こ
と
な
く

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
注

文
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た

地
方
発
送
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
産
業
振
興
課

�
49
―
８
０
０
９

青
山
幼
稚
園
の
年
少
児
全
員
で

全
長
四
ｍ
も
あ
る
こ
い
の
ぼ
り
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
真
っ
白
な

こ
い
の
ぼ
り
を
見
て
「
大
き
い
な

あ
〜
�
」
と
目
を
丸
く
す
る
子
ど

も
た
ち
。
大
き
な
う
ろ
こ
に
一
人

ひ
と
り
が
思
い
思
い
の
絵
を
描
き

ま
し
た
。
赤
く
染
め
上
げ
た
こ
い

の
ぼ
り
に
う
ろ
こ
を
つ
け
る
と
今

に
も
泳
ぎ
だ
し
そ
う
！
「
や
っ

た
！
」「
で
き
た
！
」
の
歓
声
に

包
ま
れ
て
、
こ
い
の
ぼ
り
も
満
足

そ
う
で
す
ね
。
き
っ
と
今
ご
ろ
大

空
で
気
持
ち
よ
く
泳
ぎ
な
が
ら
、

皆
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

8

大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
を
作

っ
た
よ
！

宇
多
津
町
「
つ
ど
い
の
広
場
」
事
業

「
は
ぐ
は
ぐ
ラ
ン
ド
う
た
づ
」

オ
ー
プ
ン



9

前
回
、「
そ
の
『
何
な
ん
だ
ろ
う
？
』
を
説
明
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
は
ま
っ
た
く
な
い
」
で
終
わ
り
ま
し
た
が
こ

の
続
き
の
講
演
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
「
真
面
目
な
子
」
の
社
会
的
事
件

「
佐
賀
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」

五
月
三
日
、
十
七
歳
の
少
年
が
西
日
本
鉄
道
の
高
速
バ

ス
に
刃
物
を
持
っ
て
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
。
こ
れ
も
人
を

殺
し
て
い
る
が
、
同
級
生
が
テ
レ
ビ
で
言
っ
た
こ
と
は

「
世
の
中
に
い
な
い
く
ら
い
真
面
目
な
人
」。
五
日
の
読
売

新
聞
朝
刊
「
九
十
五
点
以
下
の
成
績
を
取
っ
た
こ
と
知
ら

な
い
」
中
学
校
の
同
級
生
の
言
葉
。

「
小
六
・
母
親
刺
殺
事
件
」

兵
庫
県
尼
崎
市
で
小
学
六
年
生
の
男
児
が
母
親
を
包
丁

で
刺
し
殺
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
日
新
聞
の
夕
刊
は
「
男

児
は
や
ん
ち
ゃ
な
と
こ
ろ
は
あ
る
が
明
る
く
て
元
気
、
母

親
は
し
っ
か
り
者
。
勉
強
や
習
い
事
を
強
い
る
こ
と
も
な

く
、
の
び
の
び
育
て
た
」
と
。

の
び
の
び
育
っ
て
明
る
く
て
、
な
ぜ
包
丁
で
母
親
を
刺

し
殺
す
の
か
。

「
の
び
の
び
育
て
た
」
と
い
う
こ
と
を
違
っ
た
言
葉
で

岡
山
県
で
十
七
歳
の
少
女
が
家
に
放
火
を
し
て
母
親
と

叔
母
を
殺
し
た
。
こ
れ
も
「
口
数
が
少
な
く
お
と
な
し
い

感
じ
だ
っ
た
が
、
表
情
は
い
つ
も
明
る
く
、
き
ち
ん
と
挨

拶
も
で
き
る
娘
だ
っ
た
」（
朝
日
新
聞
）

挨
拶
と
い
う
の
も
必
ず
出
て
く
る
。
し
か
し
挨
拶
だ
っ

て
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
人
か
ら
よ
く
思
っ
て
も
ら
う
た
め
の

挨
拶
も
あ
れ
ば
、
決
ま
り
き
っ
た
挨
拶
も
あ
れ
ば
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
挨
拶
も
あ
る
。

要
す
る
に
こ
こ
で
い
う
「
挨
拶
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
の
挨
拶
で
は
な
い
。
人
間
関
係
の
中
で
日
毎

に
挨
拶
の
仕
方
は
違
っ
て
く
る
が
、
こ
の
挨
拶
は
「
挨
拶

は
す
る
べ
き
」
と
い
う
だ
け
の
挨
拶
だ
か
ら
、
一
年
前
と

今
が
同
じ
挨
拶
。
だ
か
ら
「
あ
の
人
、
挨
拶
の
仕
方
が
お

か
し
い
な
」
と
感
じ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

何
万
と
い
う
悩
ん
で
い
る
人
か
ら
の
手
紙
を
も
ら
っ

た
。
何
万
通
と
言
う
手
紙
を
精
査
し
て
み
て
分
か
っ
た
の

は
、
悩
ん
で
い
る
人
の
共
通
性
は
「
人
間
関
係
の
距
離
感

が
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
昨
日
あ
っ
た
人
と
ず
っ
と
長
い
こ
と
会
っ
て

い
る
人
と
で
は
、
言
葉
遣
い
も
態
度
も
違
う
。
自
分
の
お

母
さ
ん
に
は
や
っ
て
い
い
け
ど
隣
の
お
ば
さ
ん
に
は
い
け

な
い
と
か
、
自
分
の
お
母
さ
ん
に
は
こ
う
い
う
言
葉
遣
い

を
し
て
も
い
い
け
ど
親
戚
の
お
ば
さ
ん
に
は
き
ち
ん
と
し

た
言
葉
遣
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
人
間
の
距

離
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
距
離
感

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
に
共

通
で
あ
る
。

�
青
少
年
育
成
国
民
会
議
（
内
閣
府
委
嘱
）

発
行
／
青
少
年
二
〇
〇
四
年
六
月
号
よ
り
抜
粋

講
師
／
加
藤
　
諦
三
　
早
稲
田
大
学
教
授

専
門
は
精
神
衛
生
学
及
び
心
理
学

次
回
は
、「
ど
こ
が
問
題
な
の
か
？
」
を
紹
介
し
ま
す
。

言
え
ば
、
母
親
、
父
親
が
指
導
す
る
自
信
が
な
く
て
、
指

導
能
力
が
な
い
か
ら
「
放
任
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
、

「
自
由
に
育
て
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

「
中
二
・
両
親
と
祖
母
刺
殺
事
件
」

東
京
目
黒
区
で
区
立
中
学
二
年
生
の
男
子
生
徒
が
両
親

と
祖
母
を
殺
し
た
。
新
聞
は
ど
う
書
い
て
い
た
か
と
い
う

と
大
き
な
見
出
し
で
「
あ
の
『
い
い
子
』
が
な
ぜ
」。

翌
日
に
な
る
と
「
父
親
は
子
煩
悩
だ
っ
た
」（
朝
日
新

聞
朝
刊
）
と
な
る
。
本
当
に
子
ど
も
を
可
愛
が
っ
て
い
る

父
親
も
い
る
が
、
単
に
愛
情
飢
餓
感
が
強
い
父
親
が
、
自

分
の
愛
情
欲
求
を
子
ど
も
で
満
た
し
て
い
た
と
い
う
だ
け

の
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
子
煩
悩
と
い
う
か
た
ち
で
置
き
換

え
ち
ゃ
う
。
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
学
校
当
局
も
言
っ
て
い
る

こ
と
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。

な
ぜ
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

「
行
動
」
と
い
う
形
で
し
か
人
を
見
て
い
な
い
。
学
校
に

遅
刻
し
な
か
っ
た
、
家
の
手
伝
い
を
し
た
。
そ
こ
に
は
、

な
ぜ
こ
の
子
が
遅
刻
も
し
な
い
で
学
校
に
行
っ
て
い
た
の

か
、
な
ぜ
こ
の
子
が
家
の
手
伝
い
を
し
た
の
か
と
い
う

「
心
」
に
対
す
る
視
点
が
な
い
。

憎
し
み
が
な
け
れ
ば
包
丁
で
殺
し
て
何
度
も
刺
さ
な

い
。
つ
ま
り
、
ど
う
い
う
心
を
も
っ
て
、
ど
う
い
う
気
持

ち
で
こ
の
人
は
何
を
し
た
か
と
い
う
「
心
を
見
る
視
点
」

を
欠
い
た
時
、
今
の
世
界
は
絶
対
に
解
釈
で
き
な
い
。
真

面
目
と
い
う
こ
と
は
公
的
生
活
に
お
い
て
は
非
常
に
大
事

だ
が
、
私
的
生
活
に
お
い
て
は
優
し
さ
が
大
切
な
わ
け
で
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
人
間
と
し
て
成
熟
し
て
い
る

と
言
え
る
。

私
的
生
活
に
お
い
て
優
し
さ
が
な
く
て
公
的
生
活
で
真

面
目
と
い
う
の
は
、
非
常
に
危
険
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
私
的
生
活
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
擬
似
成
長
、
あ
た
か
も
成
長
し
て
い
る
か
の
ご
と
く

に
ふ
る
ま
う
。

「
十
七
歳
少
女
・
放
火
殺
人
事
件
」

心
豊
な
子
ど
も
に
育
て
る
心
理
学
�
③

な
ぜ
、あ

る
人
は
子
育
て
に
成
功
し
、

あ
る
人
は
失
敗
す
る
の
か
？
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四
月
十
七
日
�
午
前
九
時
よ
り

十
七
年
度
宇
多
津
町
婦
人
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

町
長
を
は
じ
め
町
議
会
、
教
育

委
員
会
か
ら
来
賓
の
方
々
の
出
席

を
賜
り
、
会
員
約
二
〇
〇
名
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。
十
六
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
ま
た
十
七
年

度
事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て

承
認
を
得
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
恒
例
の
運
動
会
を
行

い
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
ま
た
ご

家
族
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
み
な
さ
ま
元
気
よ
く
、
ま
た

ケ
ガ
等
も
な
く
、
八
種
類
の
競
技

に
汗
を
な
が
し
ま
し
た
。
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

▼
日
時

六
月
十
二
日
�

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
遊
戯

室
▼
対
象

小
学
生

▼
受
付

六
月
一
日
（
水
）
〜

▼
指
導

サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

丹
下
善
弘
　
先
生

▼
内
容

プ
ロ
ペ
ラ
で
垂
直
に
と
び
上
が

る
竹
と
ん
ぼ
の
よ
う
な
「
ス
カ

助
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎
　
選

杖
一
本
強
い
味
方
が
出
来
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

援
助
米
俺
に
も
少
し
分
け
て
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

自
殺
に
も
人
の
助
け
が
い
る
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

も
ぅ
泣
く
な
世
に
は
助
け
る
法
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

助
手
席
に
乗
っ
て
疑
い
の
目
で
見
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

失
な
っ
た
杖
の
相
手
は
娘
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

軸
　
助
か
り
そ
ぅ
な
負
傷
者
か
ら
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

起
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海
　
選

新
聞
受
が
ガ
タ
ン
と
鳴
っ
た
ら
起
き
る
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

起
き
て
来
ぬ
夫
は
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
か
な
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

ヨ
イ
シ
ョ
で
起
き
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
で
立
つ
暮
ら
し
で
す
　
と
　
し

転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
ぬ
せ
こ
い
奴
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

起
こ
さ
れ
て
ト
イ
レ
休
憩
急
ぎ
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

掘
り
起
こ
す
昔
の
話
し
て
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

軸
　
孫
た
ち
を
起
さ
ぬ
よ
う
に
旅
土
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

自
由
吟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
三
日
　
互
選
）

お
そ
ろ
し
や
筆
が
石
投
げ
卵
投
げ
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海

い
い
余
韻
も
ら
っ
て
家
ま
で
持
ち
帰
る
　
　
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

御
免
や
っ
し
ゃ
車
椅
子
の
妻
を
押
す
　
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

還
暦
過
ぎ
貴
方
こ
の
頃
少
し
変
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
磯
吉

気
温
上
昇
ス
リ
ッ
パ
足
に
心
地
よ
し
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し

か
く
ま
で
も
私
を
せ
め
る
ラ
ッ
プ
鋸
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎

花
見
よ
り
酒
に
飲
ま
れ
て
寝
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風

今
月
の
一
句

気
温
上
昇
ス
リ
ッ
パ
足
に
心
地
よ
し
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し

こ
の
句
の
よ
さ
は
具
体
的
な
こ
と
、
春
の
風
景
を
生
活
に
よ
く
表
現
し

て
い
ま
す
。
一
足
の
ス
リ
ッ
パ
に
も
、
春
は
や
っ
て
来
ま
す
。繁

郎
　
評

イ
ス
ク
リ
ュ
ー
」
を
作
っ
て
と

ば
し
ま
す
。（
簡
単
に
作
れ
ま

す
。）

▼
持
っ
て
く
る
物

は
さ
み
、
も
の
さ
し

※
「
ス
カ
イ
ス
ク
リ
ュ
ー
」
の

キ
ッ
ト
は
児
童
館
で
用
意
し
ま

す
。

●
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

六
月
十
二
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

六
月
二
十
四
日
�

午
後
四
時
〜

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
４
０
０
５

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６

丹
下
先
生
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

「
ス
カ
イ
ス
ク
リ
ュ
ー
」
を

と
ば
そ
う
！

参
加
者
募
集
�
（
先
着
三
十
名
）



『
議
会
だ
よ
り
』
は
、
定
例
会

の
開
会
の
翌
月
一
日
に
発
刊
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
紙
面
編
集
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
発
刊
を
更
に

一
か
月
遅
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
内
容
充
実
の
た
め

日
々
努
力
し
「
開
か
れ
た
議
会
」

を
報
告
し
て
参
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
町
議
会
内
議
会
広
報
特

別
委
員
会

�
49
―
８
０
１
４

▼
開
催
日

六
月
九
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
役
場
四
階
　
町
議
会
本
会
議

場
▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

�
49
―
８
０
１
４

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

本
年
度
も
青
の
山
東
面
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
地
上
か
ら
薬
剤
を
散
布

す
る
方
式
に
よ
る
松
く
い
虫
被
害

対
策
薬
剤
散
布
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
六
月
七
日
�

六
月
二
十
八
日
�

日
の
出
〜
午
前
九
時

○
青
の
山
東
面
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
散
布
区
域
図
参
照
）

散
布
作
業
数
日
前
に
は
青
の
山

周
辺
に
立
看
板
を
設
置
し
周
知
い

た
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

宇
多
津
町
で
は
、
薬
剤
散
布
に

対
し
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
ま

す
が
、
次
の
注
意
事
項
に
は
十
分

留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
散
布
日
は
散
布
区
域
内
に
立
ち

入
い
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
散
布
区
域
内
の
草
や
葉
等

に
は
、
一
週
間
程
度
は
触
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
万
一
、
さ
わ

っ
た
り
触
れ
た
り
し
た
場
合

は
、
石
鹸
水
で
よ
く
洗
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
薬
剤
の
散
布
時
間
中
は
通
行
を

制
限
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
散
布
区
域
内
の
山
菜
等
は
、
一

週
間
ぐ
ら
い
は
食
用
に
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
誤
っ
て
散
布
区
域
に
立
ち
入

り
、
も
し
万
一
、
薬
剤
の
影
響

（
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
等
）
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

鶴
野
医
院
（
49
―
０
４
３
１
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
丸
亀
市
の
薬
剤
散
布

丸
亀
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地

上
散
布
を
六
月
六
日
�
〜
六
月
八

日
�
と
六
月
二
十
七
日
�
〜
六
月

二
十
九
日
�
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
町
と
同
様
の
注
意
事
項
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
産
業
振
興
課

�
49
―
８
０
０
９

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

「
個
人
情
報
」
の
在
り
方
な
ど
が

論
議
さ
れ
る
中
、
大
勢
の
方
に
傍

聴
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
曜

日
に
一
般
質
問
を
開
会
し
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
二
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
役
場
四
階
　
町
議
会

本
会
議
場

▼
受
付

午
前
九
時
か
ら
役
場
一

階
で
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
等

を
ご
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

�
49
―
８
０
１
４

七
月
・
八
月
の
間
は
ゴ
ミ
・
し

尿
の
収
集
時
間
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

▼
収
集
時
間

午
前
七
時
か
ら

※
午
前
七
時
ま
で
に
ゴ
ミ
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
資
源
ゴ
ミ
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。
九
月
か
ら
は
平

常
の
時
間
と
な
り
ま
す
。

12

『
議
会
だ
よ
り
』
の
発
刊

定
例
会
の
翌
々
月
に

日
曜
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

『
開
か
れ
た
議
会
』
を
目

指
し
て

平
成
十
七
年
第
二
回

定
例
会

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

�
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
６
／
14
・
28

�
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
６
／
10
・
24

�
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
６
／
13
・
27

�
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
６
／
９
・
23

�
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

夏
期
の
ゴ
ミ
収
集
・
し
尿

汲
取
時
間
の
変
更

『
大
切
な
松
林
を
松
く
い

虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
』

―
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
―

散
布
予
定
日
時
・
散
布
場
所

防　除　区　域



▼
実
施
期
間

六
月
一
日
�
〜
七
月
三
十
日
�
（
休
診
日
を
除
く
）
※
受
診
の
際
に
は
必
ず
通
知
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
�
49
―
８
０
０
８
（
直
通
）

恒
例
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
も
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
、
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

六
月
二
十
一
日
�

受
付
／
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
時

正
午
終
了

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
四
階
会
議

室
▼
内
容

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
有
志
に
よ
る
音

楽
交
流

・
有
志
に
よ
る
唄
・
踊
り
等
披
露

・
手
作
り
料
理
を
囲
み
な
が
ら
座

談
会

▼
対
象

七
十
五
歳
以
上
の
希
望
者

▼
参
加
費

二
百
円
、
当
日
徴
収

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
期
限

六
月
十
四
日
�
参
加
者
の
う

ち
、
出
し
物
を
披
露
し
て
く
だ

さ
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

13

健
康
診
査
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
ご
案
内

基本健康診査�
実施場所�
対象者�
内容�
�
�
�
�
受診費用�

町内及び坂出市内の医療機関�
昭和40年４月１日以前に生まれた方（該当者には個人通知）�
〈全員実施〉�
・診察、血圧測定、尿検査、血液検査（循環器、肝機能、腎機能、貧血、血糖）、心電図検査�
〈医師が必要と認めた方実施〉�
・ヘモグロビンＡ１ｃ検査（糖尿病検査）�
・眼底検査（動脈硬化、高血圧、糖尿病の検査）�
1,580円（満70歳以上　530円）�

大腸がん検診（便潜血反応二日法）�
実施場所�
対象者�
受診費用�

町内及び坂出市内の医療機関�
昭和40年４月１日以前に生まれた方（該当者には個人通知）�
530円（満70歳以上　320円）�

前立腺がん検診（基本健康診査と同時に血液検査を実施）�
実施場所�
対象者�
受診費用�

町内及び坂出市内の医療機関�
検診日に満50歳～満69歳までの男性�
1,260円�

歯周病予防検診（問診、歯及び歯周組識検査）�
実施場所�
対象者�
受診費用�

町内歯科医院�
今年度40、45、50、55、60、65、70歳（該当者には個別通知）�
600円�

子宮がん施設検診（細胞診検査）�
実施場所�
対象者�
検診内容�
受診費用�

坂出市立病院、回生病院、鎌田産婦人科クリニック�
今年度30、35、40、45、50、55、60、65歳の婦人（該当者には個別通知）�
子宮頸部がん（全員実施）　　　子宮体部がん（医師が必要と認めた方に実施）�
頸部がんのみ　2,100円　　　　頸部体部がん両方　3,050円�

肝炎検査（基本健康診査と同時に血液検査を実施）�
実施場所�
対象者�
�
�
�
�
�
�
受診費用�

町内及び坂出市内の医療機関�
節目検診（40、45、50、55、60、65、70歳）�
上記以外に、①肝臓病にかかったことや肝臓が悪いと言われたことがある方�
　　　　　　②過去に大きな外科的処置（手術）を受けたことがある方�
　　　　　　③妊娠・分娩時に多量に出血があった方�
　　　　　　④基本健診の結果、GPT値により、要指導と言われた方�
※Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎のため現在医療機関に通院中若しくは、経過観察中の方は対象となりません。�
※平成14・15・16年度に肝炎ウィルス検査を受けた方は、対象となりません�
節目検診及び①～③に該当する方　1,260円（満70歳以上　530円）�
　　　　　　④に該当する方　　　1,790円（満70歳以上　600円）�

※生活保護世帯の方、町民税非課税世帯に属する方は証明があれば、自己負担金が無料になります。証明希望の方�
　は、保健センターへおいでください。�

◎
一
般
書

半
島
を
出
よ

上
・
下
巻

村
上
　
　
龍
著

漢
方
小
説

中
島
た
い
子
著

何
が
あ
っ
て
も
大

丈
夫

櫻
井
よ
し
こ
著

◎
児
童
書

未
来
世
界
へ
よ
う

こ
そ

小
松
　
左
京
著

愛
・
地
球
博
公
式

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

ジ
ュ
ニ
ア
版

小
学
館

き
み
た
ち
き
ょ
う

か
ら
と
も
だ
ち
だ

長
谷
川
義
史
著

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

新
着
図
書
案
内



▼
日
時

六
月
十
一
日
�

受
付
／
九
時
〜
十
一
時
ま
で

※
但
し
一
人
二
丁
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
地
区
建
設
組
合

岡
田
　
米
蔵

�
49
―
０
０
０
５

▼
日
時

七
月
十
四
日
�

受

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
等
ほ

か
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
試
験
方
法
及
び
内
容

筆
記
試

験
（
短
大
卒
業
程
度
）、
口
述

試
験
等
を
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

一
名

▼
受
験
申
込
期
間

六
月
九
日
�

〜
二
十
九
日
�
の
間
で
平
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
郵
送

の
場
合
、
六
月
二
十
四
日
�
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
試
験
日

筆
記
試
験
は
七
月
二

十
四
日
�
、
口
述
試
験
等
は
後

日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
書
の
請
求
及
び
問
い
合
わ

せ
先

町
総
務
課
人
事
秘
書
係

〒
七
六
九
―
〇
二
九
二
　
宇
多

津
町
一
八
八
一
番
地

�
49
―
８
０
１
３

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
�

▼
期
間

前
期
／
七
月
一
日
�
〜

三
十
一
日
�

後
期
／
八
月
一

日
�
〜
三
十
一
日
�

▼
勤
務
時
間

①
午
前
九
時
三
十

分
〜
午
後
六
時
　
②
正
午
〜
午

後
八
時
三
十
分

※
①
・
②
の
日
替
り
勤
務

▼
対
象

十
八
歳
以
上
の
男
・
女

▼
募
集
人
員

前
期
・
後
期
と
も

各
三
人

▼
日
給

六
千
百
円

▼
申
込
日
　
六
月
一
日
�
よ
り
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
坂
出
ま
で
（
�
46

―
５
５
４
５
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

�
49
―
４
７
７
０

ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ
発
足
二
十
周

年
を
む
か
え
て
記
念
行
事
と
し
て

会
員
の
作
品
を
多
数
展
示
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
六
日
�
〜
二
十
四
日
�

▼
会
場

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

ち
ぎ
り
絵
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
私
た
ち
と
一
緒
に
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
入
会
の
方
お
待
ち

い
た
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

代
表
者
　
岡
　
　
照
子

�
49
―
０
０
１
１

▼
日
時

①
六
月
十
五
日
�
　
午
後
七
時

三
十
分
〜
九
時
三
十
分

②
六
月
十
日
�
　
午
前
十
時
三

十
分
〜
十
二
時
三
十
分

▼
場
所

①
宇
多
津
中
学
校
体
育
館

②
宇
多
津
町
民
体
育
館

▼
参
加
資
格

十
八
歳
以
上
の
宇

多
津
町
住
民

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

六
月
十
三
日
�
ま
で

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

▼
日
時

七
月
三
日
�

受
付
／

午
前
八
時
四
十
五
分
　
開
会

式
／
午
前
九
時

▼
場
所

町
民
体
育
館

付
／
午
前
九
時
〜
九
時
三
十
分

午
後
一
時
終
了

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

調
理
実
習
室

▼
内
容

生
活
習
慣
病
予
防
食

▼
講
師

管
理
栄
養
士
　
赤
井
靖

子
氏

▼
対
象

希
望
者
三
十
名
（
夫
婦

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。）

▼
参
加
費

四
百
円
、
当
日
徴
収

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会

▼
申
込
期
限

七
月
七
日
�

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

平
成
十
七
年
度
宇
多
津
町
職
員
採

用
（
中
級
）
試
験
の
概
要

▼
職
種

保
健
師

▼
受
験
資
格

昭
和
五
十
六
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四
月

14

5�
��

12�
��

19�
��

26�
��

内科及び小児科� 外　　科�

回生病院�
（室　町）�
146－1011

上塚内科医院�
（元　町）�
146－4812

上里内科病院�
（室　町）�
145－8111

永井整形外科医院�
（川津町）�
145－1177

聖マルチン病院�
（谷　町）�
146－5195

6月の休日当番医院�

※変更することがありますので、新聞紙上等で必ず確認してください。�

坂出市立病院�
（文京町）�
146－5131

初
心
者
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

宇
多
津
体
協
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部

無
料
包
丁
研
ぎ

男
性
料
理
講
習
会

町
職
員
採
用
募
集

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展
の
開
催

第
十
四
回
ふ
れ
あ

い
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

宇
多
津
体
協
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部



行政相談
6月17日（金）午後1時～3時
町保健センター2階研修室
町総務課　�49－8013

法律相談（事前申込）
6月23日（木）午前9時～正午
宇多津商工会　
宇多津商工会　�49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　�49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

子育て相談コーナー
（子育てに関すること、いじめ、虐待など）
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　�49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　�49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こころの相談（要予約）
毎月第3木曜日　午後1時30分～4時
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町福祉センター2階
少年育成センター　�49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

一般相談
（家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題）
6月7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）
午前9時30分～正午
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

身体障害者相談
6月17日（金） 午後1時30分～4時
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　�49－0287

電話相談（福祉を中心としたあらゆる相談）
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　�49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8000

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

▼
参
加
資
格
及
び
チ
ー
ム
編
成

・
十
八
歳
以
上
の
女
性
チ
ー
ム

・
男
女
混
合
チ
ー
ム
（
男
性
は
同

時
に
プ
レ
ー
で
き
る
の
は
二
名

ま
で
）

※
一
チ
ー
ム
四
名
〜
八
名

※
個
人
参
加
の
場
合
は
主
催
者

側
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
。

参
加
無
料

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

六
月
二
十
七
日
�
ま
で

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
�
う
た
づ
苺
一

絵
�
は
、
第
四
回
ひ
と
花
咲
か
そ
う

展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
見
に
お
い
で

て
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

定
期
的
に
日
本
で
演
奏
す
る
よ

う
に
な
っ
て
六
年
目
を
迎
え
る
ウ

ラ
ジ
ミ
ル
・
ミ
シ
ュ
ク
の
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
演
奏
曲
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
悲
愴
、
リ
ス

ト
の
カ
ン
パ
ネ
ラ
、
シ
ョ
パ
ン
の

英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
な
ど
、
正
に
名

曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
四
国
で
は
唯
一
宇
多

津
の
み
の
公
演
と
な
り
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

七
月
十
八
日（
月
・
祝
）

開
場
／
午
後
一
時
三
十
分
　
開

演
／
午
後
二
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
指
定
席
　
三
、
〇
〇
〇
円

※
未
就
学
児
童
の
同
伴
、
入
場

は
お
断
り
致
し
ま
す
。

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、
各

指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
絶
賛

発
売
中

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
を
弾
こ
う
」と
題
し
、

一
人
５
分
の
持
ち
時
間
で
リ
レ
ー

方
式
で
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
を

弾
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

七
月
二
十
六
日
�
・
二

十
七
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
三
十
分
（
両
日
と
も
）

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
申
込
方
法

申
込
用
紙
（
ユ
ー

プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
）
に
演
奏

者
氏
名
、
連
絡
先
を
ご
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
付
可
能
で
す
。
詳

細
な
時
間
の
指
定
は
受
付
け
で

き
ま
せ
ん
、
午
前
か
午
後
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
用

は
無
料
で
す
。
募
集
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時

六
月
二
十
五
日
�
〜
七

月
一
日
�
　
保
健
セ
ン
タ
ー
が

開
い
て
い
る
間
（
但
し
、
最
終

日
は
午
後
四
時
ま
で
）

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

展
示
通
路

▼
主
催

う
た
づ
苺
一
絵

▼
連
絡
先

宮
下

�
49
―
４
６
４
７

会
員
の
渡
邊
漸
さ
ん
は
米
寿
の

八
十
八
才
、
臼
杵
和
恵
さ
ん
、
水

澤
照
嘉
さ
ん
、
山
西
信
子
さ
ん
は

喜
寿
の
七
十
七
才
と
い
う
節
目
に

あ
り
ま
す
の
で
四
人
を
メ
ー
ン
の

展
に
し
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
四

人
合
わ
せ
て
三
百
十
一
才
　
ど
う

だ
　
ま
い
っ
た
か
展
」と
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
会
員
も
賛
助
出
品

15

ミ
シ
ュ
ク
　
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ピ
ア
ノ
　
２
０
０
５

第
七
回
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

第
四
回
ひ
と
花
咲
か
そ
う
展
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四
国
霊
場
第
七
十
八
番
札
所

郷
　
照
　
寺

【
歴
史
】

宇
多
津
町
を
見
渡
す
高
台
に
あ
り

「
厄
除
け
う
た
づ
大
師
」
と
し
て
信
仰

を
集
め
て
い
る
郷
照
寺
は
、
奈
良
時
代

神
亀
二
年
（
七
二
五
）
行
基
に
よ
り
開

基
さ
れ
「
道
場
寺
」
と
称
し
ま
し
た
。

弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
に
は
こ
の
地
を

弘
法
大
師
が
訪
れ
、
自
作
の
尊
像
を
刻

み
、
厄
除
け
の
誓
願
を
な
さ
れ
、
密
教

の
霊
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

時
宗
の
開
祖
一
遍
上
人
が
全
国
遊
行
の

お
り
に
逗
留
さ
れ
、
浄
土
の
教
え
を
広

め
、
多
く
の
民
衆
の
帰
依
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
時
で
き
た
法
縁
に
て
こ
の
寺

は
真
言
宗
と
時
宗
の
両
宗
に
わ
た
る
寺

と
し
て
四
国
札
所
唯
一
の
霊
場
と
な
り

ま
し
た
。

室
町
時
代
に
は
、
守
護
大
名
（
細
川

家
）
の
庇
護
も
得
て
大
い
に
栄
え
ま
し

た
が
、
元
亀
・
天
正
の
兵
火
に
よ
り
堂

塔
伽
藍
を
焼
失
、
寛
文
四
年
（
一
六
六

四
）
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の

住
持
・
浄
阿
上
人
と
徳
川
家
遠
祖
の
関

係
に
よ
り
時
宗
に
属
し
、
本
堂
や
客
殿

「
観
海
楼
（
か
ん
か
い
ろ
う
）」
な
ど
が

建
築
さ
れ
、
手
厚
く
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
現
在
「
厄
除
け
の
寺
」
と
し
て
、

放
し
て
い
る
の
で
、
太
師
像
を
間
近
で

参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
参

道
脇
に
は
地
下
の
お
堂
に
三
万
体
の
観

音
像
を
納
め
た
万
体
観
音
洞
が
あ
り
ま

す
。

庚
申
堂

民
間
信
仰
の
「
庚
申
信
仰
」
を
伝
え

る
お
堂
で
す
。
本
尊
は
六
本
の
手
を
持

つ
青
面
金
剛
。
庚
申
信
仰
は
、
人
間
の

体
の
中
に
い
る
「
三
　
（
さ
ん
し
）」

と
い
う
霊
物
が
庚
申
の
夜
、
眠
っ
て
い

る
間
に
体
か
ら
抜
け
出
て
天
に
昇
り
、

天
帝
に
そ
の
人
の
罪
を
告
げ
る
と
い
い

ま
す
。
そ
の

た
め
庚
申
の

夜
は
、
人
々

が
庚
申
堂
に

集
ま
り
、
眠

ら
ず
に
語
り

明
か
す
と
い

う
風
習
が
あ

り
ま
し
た
。

ホ
ル
ト
の
木

樹
齢
四
百
年
と
い
う
ホ
ル
ト
（
モ
ガ

シ
）
の
巨
木
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
三
）

本
島
の
信
者
が
ル
ソ
ン
島
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
国
）
か
ら
苗
木
を
持
ち
帰
っ
た
も
の

で
す
。

そ
の
他

池
泉
回
遊
式
の
庭
園
、
七
福
神
、
粟

ま
た
、
宗
旨
宗
派
を
超
え
た
寺
と
し
て

広
く
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

【
見
ど
こ
ろ
】

本
堂約

四
百
年
前
、
江
戸
時
代
に
再
興
さ

れ
た
も
の
で
す
。
屋
根
の
形
は
、
奈
良

様
式
の
造
り
で
札
所
中
で
も
珍
し
く
、

東
大
寺
な
ど
奈
良
の
寺
院
に
よ
く
見
ら

れ
る
も
の
で
す
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

は
、
鎌
倉
時
代
の
作
で
、
県
指
定
有
形

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
一

年
十
月
の
「
平
成
の
大
修
理
」
が
終
わ

り
、
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
師
堂

建
物
は
大
正
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
。
お
堂
の
中
に
入
れ
る
よ
う
開

●
仏
教
教
養
講
座
（
浄
泉
寺
）

・
六
月
二
十
二
日
�

午
前
十
時
〜
十
一
時

・
浄
泉
寺
本
堂

・
テ
ー
マ
「
お
釈
迦
様
の
ご
生
涯
」

・
参
加
無
料

島
明
神
、
福
徳
明
神
が
あ
り
、
常
時
参

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
札
所
の
中
で
は
唯
一
境
内
か

ら
瀬
戸
大
橋
が
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
年
中
行
事
】

○
正
月
会

厄
除
け
祈
願
の
人
々
が
全
国
よ
り
参

拝
し
、
大
変
賑
い
ま
す
。

○
節
分
会

参
拝
者
に
は
豆
の
配
布
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
太
師
堂
内
で
は
祈
祷
、
法
話

が
あ
り
ま
す
。

○
彼
岸
会
（
春
・
秋
）

彼
岸
の
期
間
中
、
檀
信
徒
の
先
祖
供

養
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
法
話

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
お
盆
施
餓
鬼
会

八
月
十
四
日
〜
十
六
日
の
間
、
午
前

十
時
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
次
号
は
浄
泉
寺
を
紹
介
し
ま
す
。

寺
社
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
③

6月の行事
のご案内


